
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
食
協
会
員
及
び
食
品
国
保
組
合
員
各
位
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、

両
団
体
の
事
業
運
営
は
、
順
調
に
推
移
い
た
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
年
も
国
際
紛
争
、
円
安
な
ど
に
よ
る
原
材
料
費

の
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
、
先
行
き
不
透
明
な
状
態

が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
令
和
七

年
度
予
算
編
成
に
向
け
、
持
続
的
・
構
造
的
賃
上
げ
な
ど
を
実
現

し
、
家
計
所
得
の
伸
び
が
物
価
上
昇
を
上
回
る
状
況
を
作
り
出
す
な

ど
と
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
2
4
（
骨
太
方
針

2
0
2
4
）」
で
述
べ
て
お
り
、
食
品
業
界
に
と
っ
て
良
き
年
に
な

る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
食
品
衛
生
協
会
は
、
本
年
も
昨
年
と
同
様
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
ア
ニ
サ
キ
ス
な
ど
に
よ
る
食
中
毒
の

防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
食
協
会
員
の
皆
さ

ん
に
よ
る
自
主
衛
生
管
理
の
推
進
は
も
ち
ろ
ん
、
手
洗
い
の
徹
底
や

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
」
の
実
施
を
更

に
推
し
進
め
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
幸
に
も
食
中
毒
が
発

生
し
た
場
合
、
お
客
様
へ
の
適
切
な
補
償
と
お
店
の
営
業
継
続
を
確

実
に
す
る
た
め
、「
食
品
営
業
賠
償
共
済
（
あ
ん
し
ん
フ
ー
ド
君
）」

へ
の
加
入
の
勧
め
・
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
食
協
会
員
の
増
強
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
食
品
国
保
組
合
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
、
永
年
保
険
料
の
100
％
徴
収
を
続
け
て
い
て
、
こ
れ

に
よ
り
、
当
組
合
の
事
業
運
営
が
安
定
的
に
な
さ
れ
て
お
り
感
謝
に

堪
え
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
国
保
組
合
は
、
皆

保
険
制
度
の
実
施
以
前
か
ら
、
業

種
別
母
体
組
織
を
軸
と
し
て
連
帯

意
識
と
相
扶
共
済
の
精
神
に
基
づ

い
て
、
組
合
方
式
に
よ
り
保
険
者

機
能
を
発
揮
し
医
療
保
険
制
度
の

発
展
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
国

保
組
合
が
更
に
そ
の
使
命
を
果
た

し
て
い
く
た
め
に
は
、「
①
現
行
国

庫
補
助
制
度
の
維
持
改
善
、
②
組

合
の
新
設
及
び
地
区
の
拡
大
、
③

国
保
組
合
に
加
入
で
き
る
よ
う
適

用
除
外
承
認
の
取
扱
い
を
緩
和
す

る
と
と
も
に
定
率
補
助
率
13
％
を

協
会
け
ん
ぽ
と
同
じ
16
・
4
％
と

す
る
こ
と
等
を
求
め
て
、
全
国
国

民
健
康
保
険
組
合
協
会
を
中
心
に

全
国
の
一
五
八
の
国
保
組
合
と
一

緒
に
な
っ
て
、
財
務
省
、
厚
生
労

働
省
及
び
国
会
議
員
な
ど
に
要
望

を
し
て
い
ま
す
。
要
望
が
か
な
え

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

な
お
、
昨
年
一
二
月
二
日
か
ら

健
康
保
険
証
の
発
行
は
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
今
お
持
ち
の
当

組
合
の
健
康
保
険
証
は
有
効
期
限

（
本
年
八
月
三
一
日
）
ま
で
使
用

で
き
ま
す
。
大
切
に
ご
利
用
の
ほ
ど
。

新
し
い
年
が
、
私
ど
も
食
品
業

界
及
び
会
員
・
組
合
員
の
皆
様
の

お
店
の
ご
発
展
、
ご
繁
栄
の
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

舟
橋
左
門

公
益
社
団
法
人
名
古
屋
市
食
品
衛
生
協
会
会
長

名
古
屋
市
食
品
国
民
健
康
保
険
組
合
理
事
長

新
春
ご
挨
拶

新
春
ご
挨
拶

本年もよろしくお願いします
公益社団法人名古屋市食品衛生協会
名古屋市食品国民健康保険組合
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公
益
社
団
法
人
名
古
屋
市

食
品
衛
生
協
会
の
令
和
6
年

度
食
品
衛
生
表
彰
式
が
11
月

12
日
、
小
嶋
雅
代
名
古
屋
市

保
健
所
長
、
名
古
屋
市
会
議

員
の
ふ
じ
た
和
秀
顧
問
、
愛

知
県
議
会
議
員
の
寺
西
む
つ

み
顧
問
、
始
め
、
来
賓
の
ご

臨
席
の
も
と
、
名
古
屋
市
中

区
の
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
3
階
、
葵
泉
の
間
に
お
い

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
2
時
、
三
浦
邦
雄
副

会
長
の
開
式
の
辞
で
表
彰
式

が
ス
タ
ー
ト
、
舟
橋
左
門
会

長
の
式
辞
の
あ
と
、
安
藤
栄

治
副
会
長
か
ら
選
考
経
過
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
市
長
表
彰
と
し
て
、

優
良
施
設
7
施
設
、
優
良
従

業
員
7
名
、
食
品
衛
生
功
労

者
7
名
、
食
品
衛
生
指
導
員

功
労
者
1
名
が
小
嶋
保
健
所

長
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
名
古
屋
市
食
品

衛
生
協
会
会
長
表
彰
と
し
て
、

優
良
施
設
6
施
設
、
優
良
従
業

員
22
名
、
食
品
衛
生
功
労
者
10

名
、
食
品
衛
生
指
導
員
功
労
者

4
名
が
舟
橋
会
長
か
ら
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。(
3

面
に
お
名
前
を
掲
載
し
ま
し

た
。）こ

の
後
、
10
月
23
、
24

日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
中
央

表
彰
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
、

日
本
食
品
衛
生
協
会
会
長
表

彰
、
日
本
食
品
衛
生
協
会
理

事
長
表
彰
の
受
賞
者
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

小
嶋
保
健
所
長
、
顧
問
の

ふ
じ
た
先
生
、
寺
西
先
生
よ
り

祝
辞
を
賜
り
、
公
益
社
団
法
人

日
本
食
品
衛
生
協
会
鵜
飼
理

事
長
か
ら
は
祝
電
を
頂
き
ま

し
た
。
久
野
雄
一
副
会
長
の
閉

式
の
辞
を
も
っ
て
、
盛
会
裡
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　

＊　
　
　

＊

受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
11
月
24
日
の
名
古
屋

市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市

民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
支

援
を
賜
り
、
新
た
に
市
政
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
瞬
く
間
に
1
か

月
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

こ
の
度
新
年
を
迎
え
、
全
力
で

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
る
決
意
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
こ

れ
か
ら
の
4
年
間
で
様
々
な

施
策
に
取
り
組
み
、
名
古
屋
を

豊
か
で
楽
し
い
街
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
愛
知
・
名

古
屋
で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
・

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
を
翌

年
に
控
え
た
重
要
な
1
年
で

ご
ざ
い
ま
す
。
愛
知
県
や
大
会

組
織
委
員
会
と
力
を
合
わ
せ

て
、
開
催
に
向
け
た
準
備
を
着

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て

機
運
醸
成
に
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
の

大
会
を
一
過
性
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
大
会
の
開
催
効
果

を
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
交
流

人
口
の
拡
大
、
国
際
交
流
の
促

進
、
共
生
社
会
の
実
現
、
国

際
競
争
力
の
強
化
と
い
っ
た

様
々
な
分
野
に
活
か
し
、
本
市

を
あ
ら
ゆ
る
面
で
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
、
市
民
の
豊
か
な

生
活
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
先
に

は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

業
も
控
え
て
お
り
ま
す
。
本
市

を
中
心
と
し
た
こ
の
圏
域
が

国
際
的
な
交
流
の
表
舞
台
に

立
つ
、
こ
の
絶
好
の
機
会
を
捉

え
、
名
古
屋
大
都
市
圏
の
中
枢

と
し
て
圏
域
全
体
の
発
展
を

け
ん
引
す
る
よ
う
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
わ
が
国
に
お
い

て
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、
大

き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
と
り
わ
け
能
登
半
島
に

お
い
て
は
、
地
震
や
大
雨
被

害
が
立
て
続
け
に
発
生
し
、

多
く
の
人
的
・
住
家
被
害
が

発
生
し
、
自
然
の
脅
威
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
1
年

と
な
り
ま
し
た
。
本
市
と
し

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
本
市
職

員
の
災
害
対
応
力
の
強
化
は

も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に

対
し
て
、
災
害
を
「
自
分
ご

と
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ

く
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
市
は
、
大
規

模
災
害
へ
の
備
え
や
急
速
に

進
む
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

ま
た
子
育
て
支
援
や
教
育
、
高

齢
者
福
祉
の
充
実
に
加
え
て

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
や
施
策
が

多
く
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
そ
れ

ら
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
解

決
し
、
市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と

り
が
安
心
し
て
、
楽
し
く
豊
か

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
名
古
屋
を
、
住

む
人
に
と
っ
て
「
あ
た
た
か

く
」、訪
れ
る
人
に
と
っ
て
「
き

て
楽
し
い
」「
い
て
楽
し
い
」

と
感
じ
ら
れ
る
街
へ
と
育
て

て
い
け
る
よ
う
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
7
年
元
旦

名
古
屋
市
長　

広
沢　

一
郎

令

和

令

和

66
年
度
年
度

食
品
衛
生
表
彰
式

食
品
衛
生
表
彰
式

新
年
を
迎
え
て

新
年
を
迎
え
て

広　

沢　

一　

郎

広　

沢　

一　

郎

名
古
屋
市
長

名
古
屋
市
長
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■
名
古
屋
市
長
表
彰

【
優
良
施
設
】

東　

／
戸
田
屋

北　

／
喫
茶
パ
ー
プ
ル

中
村
／
み
や
び

昭
和
／
東
雲

中
川
／
髙
橋
豆
腐
店

守
山
／
鮨
処
紫
雲

天
白
／
居
酒
屋
千
ご
く

【
優
良
従
業
員
】

西　

／
北　

深
雪
、
高
杉　

直
、

　
　
　

山
田
里
司
、
川
北
章
博

中
川
／
山
下
真
希

港　

／
中
村
達
人
、
川
部
全
佑
子

【
食
品
衛
生
功
労
者
】

千
種
／
木
村
智
子

北　

／
柴
田
加
代
子

中
村
／
稲
熊
秀
紀

昭
和
／
水
野
泰
孝

中
川
／
杉
村
武
宏

守
山
／
野
呂　

力

緑　

／
平
松
哲
也

【
食
品
衛
生
指
導
員
功
労
者
】

緑　

／
小
幡
晴
美

■
名
古
屋
市
食
品
衛
生
協
会

会
長
表
彰

【
優
良
施
設
】

北　

／
食
パ
ン
屋
夢
幸
房

昭
和
／
ア
プ
ラ
ン
ド
ル

熱
田
／
㈱
八
百
鍵
本
店

中
川
／
和
食
麺
処
サ
ガ
ミ

　
　
　

一
色
大
橋
店

名
東
／
京
・
お
ば
ん
ざ
い
素

　
　
　

-

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ-

天
白
／
春
紅

【
優
良
従
業
員
】

西　

／
平
野
晴
人
、
竹
内
真
司

中
村
／
鈴
木
健
一
、
宮
林
政
吉
、

　
　
　

鵜
飼
哲
生
、
金
城　

務

中　

／
伊
藤
誠
江
子

瑞
穂
／
原
田
佳
奈
江

熱
田
／
中
村
栄
二
、
江
崎
文
彦
、

　
　
　

伊
藤
智
和
、
井
上　

允
、

　
　
　

松
葉
拡
充
、
万
田
正
広

中
川
／
岡
本
久
美
子

港　

／
竹
内
精
英

南　

／
竹
之
越
由
香
、
土
谷
昌
史

守
山
／
大
﨑
雅
世
子

名
東
／
尾
島
圭
祐
、
加
藤
進
一
、

　
　
　

宮
城　

新

【
食
品
衛
生
功
労
者
】

千
種
／
西
岡
滿
里
子
、
水
野　

啓

西　

／
小
出
照
和

中
村
／
森　

重
之

中　

／
奥
村　

豊
、
宮
坂
和
行

昭
和
／
成
田
憲
治

南　

／
伊
藤
照
泰

緑　

／
𠮷
村
雅
行

名
東
／
加
藤　

明

【
食
品
衛
生
指
導
員
功
労
者
】

東　

／
杉
山
智
彦

中
村
／
林　

茂
彦

熱
田
／
齋
木　

進

天
白
／
林　

武
広

(

順
不
同
、
敬
称
略)
受
賞
者
と
受
賞
施
設

受
賞
者
と
受
賞
施
設

舟橋会長　挨拶
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令和6年11月30日、イーブルなごやで、｢食物アレルギーのある人も　ない人も　正しく知ろう、食物アレ
ルギー」をテーマに「食の安全・安心フォーラム（名古屋市主催)」が開催されました。
フォーラムでは、国立病院機構相模原病院臨床研究センター長　海老澤元宏氏の基調講演が行われた後、

事業者の取組みとして、敷島製パン株式会社　眞鍋弥生氏、株式会社壱番屋　山本英貴氏が情報提供を行い
ました。続いて、消費者から見た食の安全として、東海コープ事業連合　小木曽圭氏、名古屋西アレルギー
の会　松本恵氏、行政の取組みとして消費者庁　宇野真麻氏、
名古屋市保健所　白橋課長から情報提供を行った後、東京薬科
大学の堀口逸子客員教授をファシリテーターとした意見交換会
が行われました。
意見交換会では、会場の参加者から集めた質問や意見をもと

に、パネリスト（基調講演、情報提供演者、および特定非営利
活動法人アレルギー支援ネットワーク　中西理恵子氏）がそれ
ぞれ回答を行いました。会場からは、食物アレルギーに関して、
外食・中食時における情報提供に関することや、検査方法、災
害発生時における注意点、それぞれの立場で考える課題等の質
問がありました。

令和6年4月から、障害者差別解消法の改正により、事業者による障害者への合理的配慮の提供が義務化
となりました。
名古屋市では、事業者による障害者への合理的配慮の提供を支援するため、物品購入等に要する費用に対

して一部助成を行っていますので、ご活用ください。

＜助成対象＞
 　市内に事務所等を有し、飲食・物販・医療等のサービスを不特定多数の者が利用し、障害者の利用が見
込まれる事業を行う事業者　等

＜助成内容＞

＜相談・申請窓口＞
　名古屋市障害者差別相談センター
　名古屋市北区清水四丁目17-1
　名古屋市総合社会福祉会館5階
　ＴＥＬ：052-856-8181　ＦＡＸ：052-919-7585

対象経費 助成限度額 対象例

コミュニケーション
ツール作成費 50,000円 点字メニュー、

コミュニケーションボード等

物品購入費 100,000円 折り畳み式スロープ、
筆談ボード等

｢令和6年度｢令和6年度
名古屋市食の安全・安心フォーラム｣名古屋市食の安全・安心フォーラム｣

が開催されましたが開催されました

｢名古屋市障害者への｢名古屋市障害者への
合理的配慮の提供支援に係る合理的配慮の提供支援に係る

助成事業」のご案内助成事業」のご案内
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昨
年
十
二
月
四
日
（
水
）、

令
和
六
年
度
業
態
組
合
長
会

が
、
名
古
屋
市
中
区
錦
三
丁

目
「
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
組
合
長
は
、
一
一
〇
名
で
、

食
品
国
保
組
合
の
令
和
五
年

度
事
業
状
況
と
決
算
状
況
、
国

保
組
合
を
め
ぐ
る
最
近
の
動

向
・
課
題
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
熱
心
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

組
合
長
会
終
了
後
、
二
九

六
組
合
が
保
険
料
納
付
成
績

優
秀
組
合
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

■
業
態
組
合
長
会

食
品
国
保
か
ら
、
次
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
令
和
五
年
度
事
業
並
び
に

決
算
状
況
に
つ
い
て

五
年
度
の
一
人
当
た
り
医

療
費
は
、
二
十
三
万
二
十
二
円

（
前
年
度
二
十
一
万
三
千
九

百
二
十
二
円
）
と
、
前
年
度
比

プ
ラ
ス
七
・
五
三
％
と
な
り
過

去
最
高
の
額
に
な
り
ま
し
た
。

被
保
険
者
は
、
年
間
千
百
八
十

四
人
の
減
（
前
年
度
千
三
百
二

十
二
人
増
）
の
一
万
五
千
八
百

十
二
人
（
同
一
万
六
千
九
百
九

十
六
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

収
支
決
算
で
は
、
剰
余
金

は
三
億
百
七
十
七
万
四
百
五

十
三
円
（
前
年
度
四
億
九
千
五

十
三
万
千
八
百
十
二
円
）
と
な

り
ま
し
た
。
単
年
度
収
支
で
は

一
億
八
千
八
百
七
十
六
万
余

円
の
赤
字
で
し
た
。

②
令
和
六
年
度
上
半
期
の
事

業
状
況
に
つ
い
て

《
被
保
険
者
の
状
況
》

令
和
六
年
度
上
半
期
（
四

月
か
ら
九
月
ま
で
）
の
半
年
間

で
、
被
保
険
者
数
は
二
百
六
十

三
人
減
（
前
年
千
六
人
減
）
と

な
り
、
一
万
五
千
五
百
四
十

九
人
（
同
一
万
五
千
九
百
九

十
人
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

事
業
主
（
甲
組
合
員
）
は
百
四

十
六
人
減
（
前
年
四
百
七
十
六

人
減
）、
従
業
員
（
乙
組
合
員
）

は
百
三
十
四
人
増
（
前
年
六
十

八
人
増
）
と
な
り
、
甲
組
合
員

の
家
族
は
百
九
十
人
減
、
乙
組

合
員
の
家
族
は
六
十
一
人
減

と
な
り
、
ト
ー
タ
ル
で
被
保
険

者
数
は
二
百
六
十
三
人
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

六
十
五
歳
以
上
の
被
保
険

者
数
は
、
九
月
現
在
千
五
百
四

十
三
人
（
前
年
千
七
百
二
十

人
）
と
な
り
、
全
被
保
険
者
数

一
万
五
千
五
百
四
十
九
人
（
前

年
一
万
五
千
九
百
九
十
人
）
に

占
め
る
割
合
は
九
・
九
％
（
前

年
一
〇
・
八
％
）
と
一
〇
％
を

下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
前
期
高
齢
者
納
付

金
の
納
付
額
が
更
に
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
六
年
度

予
算
に
お
い
て
は
、
四
億
五
千

二
百
余
万
円
計
上
し
て
い
ま

す
。

《
医
療
費
の
支
払
状
況
》

令
和
六
年
四
月
か
ら
八
月

ま
で
の
一
人
当
た
り
医
療
費

（
費
用
額
）
は
、
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
七
・
三
三
％
（
前
年
一

六
・
七
四
％
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
当
組
合
が
病
院
な
ど
医
療

機
関
に
支
払
っ
た
金
額
は
、
八

月
ま
で
の
五
ヵ
月
間
で
、
十

億
三
千
九
百
七
十
四
万
余
円

（
前
年
十
三
億
二
百
十
八
万

余
円
）
と
な
り
、
前
年
よ
り
二

億
六
千
二
百
四
十
四
万
余
円

減
少
し
て
い
ま
す
。

《
高
額
医
療
費
の
支
払
状
況
》

令
和
六
年
四
月
か
ら
八
月

ま
で
の
高
額
医
療
費
の
支
払

状
況
は
、
前
年
度
と
比
較
し
ま

す
と
、
約
二
二
％
減
少
し
ま
し

た
。
前
年
は
、
一
人
で
一
ヶ
月

三
千
五
百
万
円
前
後
の
超
高

額
医
療
費
の
事
案
が
二
件
発

生
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
百
万

円
以
上
の
高
額
医
療
費
の
事

案
が
多
数
発
生
し
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

《
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
）
の
利
用
促
進
》

後
発
医
薬
品
の
利
用
促
進

の
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
二
月
か
ら
同
年

八
月
請
求
分
ま
で
の
七
ヶ
月

間
の
「
数
量
シ
ェ
ア
」（
後
発

医
薬
件
数
÷
（
切
替
可
能
な
先

発
医
薬
品
件
数
＋
後
発
医
薬

件
数
））
は
、八
四
・
三
五
％
（
前

年
八
三
・
一
六
％
）
で
、
国
の

目
指
す
八
割
超
え
は
達
成
し

て
い
ま
す
。
後
発
医
薬
品
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
医
療
費
の
削
減
に
寄
与
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

《
特
定
健
診
の
受
診
割
合
》

受
診
割
合
に
つ
い
て
み
ま
す

と
、
令
和
四
年
度
の
割
合
は

二
九
・
七
〇
％
（
前
年
二
八
・

三
二
％
）
で
国
保
組
合
の
平

均
五
一
・
〇
％
（
前
年
四
九
・

〇
％
）
と
比
べ
て
、
か
な
り
低

位
に
甘
ん
じ
て
い
ま
す
。
四
十

歳
以
上
の
組
合
員
と
そ
の
家

族
の
方
で
未
だ
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
是
非
、
健
診
に

お
運
び
く
だ
さ
い
。

検
診
料
は
、
全
額
組
合
が

負
担
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
納
付
優
秀
組
合
296
組
合
表
彰
さ
れ
る

令
和
六
年
度
業
態
組
合
長
会

令
和
六
年
度
業
態
組
合
長
会

挨拶する舟橋理事長

組合長会会場
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☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢
☃
♢

■
保
険
料
納
付
成
績
優

秀
業
態
組
合
の
表
彰

組
合
長
会
終
了
後
、
五
年

度
保
険
料
納
付
成
績
優
秀
業
態

組
合
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
組
合
に
は
、
表
彰
状
と

記
念
品
料
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
組
合
は
、
市

内
組
合
二
〇
三
組
合
（
前
年
度

二
一
三
組
合
）、
市
外
組
合
九

三
組
合
（
同
九
四
組
合)

、
合

計
二
九
六
組
合
（
同
三
〇
七
組

合)

で
し
た
。

被
表
彰
組
合
は
、
全
組
合
の

九
四
・
〇
％
（
前
年
度
九
五·

三
％
）
で
す
。
未
達
成
組
合
は

六
・
〇
％
（
同
四
・
七
％
）
の

一
九
組
合
（
同
一
五
組
合
）
で

し
た
。
前
年
度
よ
り
達
成
組
合

が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
未
達

成
組
合
に
あ
り
ま
し
て
は
、
被

表
彰
組
合
を
目
指
し
て
努
め
ら

れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

被
表
彰
組
合
は
、
令
和
五

年
度
の
一
年
間
、
毎
月
二
十
五

日
ま
で
に
、
保
険
料
を
全
額
徴

収
納
付
さ
れ
た
組
合
で
す
。
本

当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

確
定
申
告
の
時
期
（
三
月
）

が
も
う
す
ぐ
で
す
。
雑
損
控

除
、
医
療
費
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な

ど
十
五
種
類
の
所
得
控
除
が

あ
り
ま
す
。

◆
医
療
費
控
除

こ
の
所
得
控
除
の
中
に
「
医

療
費
控
除
」
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
中
に
支
払
っ
た
家
族
全
員

の
医
療
費
か
ら
、
所
得
金
額
の

百
分
の
五
の
金
額
と
十
万
円

の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
を

差
し
引
い
て
残
っ
た
金
額
が

医
療
費
控
除
の
対
象
金
額
と

な
り
ま
す
。

控
除
で
き
る
最
高
限
度
額

は
、
二
百
万
円
で
す
。

◆
社
会
保
険
料
控
除

国
民
健
康
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、

厚
生
年
金
保
険
料
な
ど
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

当
組
合
の
国
民
健
康
保
険

料
の
支
払
証
明
書
は
業
務
グ

ル
ー
プ
（
0
5
2

-

2
6
1

-

7
6
6
1
）
で
発
行
し
ま
す
。

必
要
な
方
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◆
医
療
費
削
減
の
た
め
に
！

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
を
使
い
ま

し
ょ
う
。

◆
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
！

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
（
メ
タ
ボ
健
診
）
ま
だ
の

方
は
お
忘
れ
な
く
。

医
療
費
控
除
お
忘
れ
な
く
！

医
療
費
控
除
お
忘
れ
な
く
！

確
定
申
告
の
時
期
が
ま
い
り
ま
す

確
定
申
告
の
時
期
が
ま
い
り
ま
す

表彰を受ける北地区代表 表彰を受ける東地区代表

表彰を受ける昭和地区代表 表彰を受ける中村地区代表

表彰を受ける南地区代表 表彰を受ける港地区代表

表彰を受ける喫茶組合代表 表彰を受ける飲食組合代表
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一
般
社
団
法
人
・
全
国
国

民
健
康
保
険
組
合
協
会
（
全

協
・
加
盟
一
三
三
組
合
、
会
長

渡
邉
芳
樹
）
は
、
昨
年
十
一
月

十
三
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十

分
、
東
京
・
有
楽
町
朝
日
ホ
ー

ル
に
お
い
て
「
令
和
六
年
度
国

民
健
康
保
険
組
合
被
保
険
者

全
国
大
会
」
を
開
催
し
、
国
保

組
合
へ
の
国
庫
補
助
に
つ
い

て
現
行
の
制
度
を
維
持
改
善

す
る
こ
と
や
組
合
の
新
設
・
地

区
拡
張
の
扱
い
の
緩
和
な
ど

を
求
め
る
七
項
目
を
決
議
・
採

択
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
、

厚
生
労
働
省
の
唐
木
啓
介
国

民
健
康
保
険
課
長
、
国
保
中
央

会
原
勝
則
理
事
長
ら
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
会
は
、
来
賓
の
挨
拶
の

後
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従
い
、

深
谷
茂
喜
全
協
常
務
理
事
の

情
勢
報
告
後
、
提
案
説
明
、
大

会
議
決
が
提
案
さ
れ
、
次
の
七

つ
の
事
項
を
満
場
一
致
で
決

議
し
、
政
府
、
国
会
及
び
関
係

機
関
に
要
請
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

（
決
議
事
項
）

一
、
国
保
組
合
に
対
す
る
現
行

国
庫
補
助
制
度
を
維
持
改
善

す
る
こ
と

一
、
国
保
組
合
の
新
設
を
認

め
、
そ
の
地
区
は
都
道
府
県
単

位
と
し
拡
張
の
取
扱
い
を
緩

和
す
る
こ
と

ま
た
、
統
合
・
合
併
に
よ
り
運

営
基
盤
の
拡
大
を
図
る
国
保

組
合
に
対
す
る
財
政
面
を
含

む
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と

一
、
同
種
同
業
に
従
事
す
る

者
が
そ
の
業
種
を
対
象
に
設

立
さ
れ
た
国
保
組
合
に
加
入

で
き
る
よ
う
健
康
保
険
適
用

除
外
承
認
の
取
扱
を
緩
和
す

る
と
と
も
に
、
組
合
特
定
被
保

険
者
に
係
る
補
助
率
（
13
％
）

を
協
会
け
ん
ぽ
並
み
（
16
・

4
％
）
に
引
上
げ
る
こ
と

一
、
医
療
保
険
の
適
用
拡
大

は
、
医
療
保
険
部
会
に
お
い
て

議
論
を
尽
く
し
一
定
の
歯
止

め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
同
業

者
連
帯
に
よ
り
保
険
者
機
能

を
発
揮
し
て
き
た
国
保
組
合

の
組
織
を
守
り
、
国
保
組
合
被

保
険
者
の
地
位
の
安
定
が
図

ら
れ
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と

一
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制

度
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
支

援
金
の
賦
課
・
徴
収
（
施
行
準

備
業
務
を
含
む
）
を
担
う
国
保

組
合
に
対
す
る
十
分
な
支
援

を
行
う
こ
と

一
、
出
産
育
児
一
時
金
、
高
額

医
療
費
共
同
事
業
、
特
定
健
康

診
査
等
国
庫
補
助
金
に
つ
い

て
所
要
額
を
確
保
し
、
保
険
者

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
対
す
る

国
庫
補
助
を
充
実
す
る
こ
と

一
、
医
療
保
険
制
度
の
改
正
や

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
事
務
処
理
方
法
の
決
定

に
保
険
者
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
と
と
も
に
、
国
の
責
任
に

お
い
て
財
政
支
援
を
は
じ
め

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

大
会
終
了
後
、
関
係
方
面

へ
陳
情
の
た
め
、
直
ち
に
、
参

加
者
を
次
の
五
つ
の
陳
情
班

に
編
成
し
ま
し
た
。

①
厚
生
労
働
省
班

②
財
務
省
班

③
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
班

④
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
班

⑤
参
議
院
議
員
会
館
班

陳
情
班
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

陳
情
先
に
対
し
、
大
会
で
議
決

し
た
要
望
書
を
手
渡
し
て
、
七

つ
の
大
会
議
決
事
項
の
実
現

に
向
け
強
く
要
望
、
陳
情
し
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
中
央
会
及

び
全
国
国
民
健
康
保
険
組
合

協
会
な
ど
九
団
体
の
主
催
に

よ
る
「
国
保
制
度
改
善
強
化

全
国
大
会
」
が
、
昨
年
十
一

月
十
五
日
（
金
）、
東
京
・
平

河
町
の
砂
防
会
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
国
民
健
康
保

険
が
直
面
す
る
諸
問
題
の
改

善
を
期
し
て
、
十
二
の
決
議

事
項
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
大
会
終
了
後
、
決
議
項

目
の
実
現
に
向
け
政
府
や
国

会
議
員
関
係
者
に
陳
情
し
ま

し
た
。

主
な
決
議
事
項
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

●
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化

を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と

●
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全

な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と

●
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の

た
め
の
公
費
投
入
の
確
保
を

確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
が

有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
適

切
な
評
価
と
財
政
支
援
の
充

実
を
図
る
こ
と

●
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大

の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
国

保
の
安
定
的
な
財
政
運
営
を

確
保
し
、
保
険
者
機
能
を
堅

持
す
る
と
い
う
観
点
を
踏
ま

え
る
こ
と

●
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
等

の
地
方
単
独
事
業
に
係
る
国

庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
全

廃
及
び
子
ど
も
に
係
る
均
等

割
保
険
料
（
税
）
の
軽
減
制

度
の
拡
充
を
行
う
こ
と

●
生
活
保
護
受
給
者
の
国
保

等
へ
の
加
入
の
議
論
に
つ
い

て
は
、
見
直
し
を
行
わ
ず
国

と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ

と●
国
保
連
合
会
が
地
方
自
治

体
の
医
療
・
保
健
・
介
護
・

福
祉
業
務
支
援
の
役
割
を
十

分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

●
国
民
の
健
康
保
持
・
及
び

医
療
費
適
正
化
に
向
け
Ｋ
Ｄ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
活
用

を
進
め
る
た
め
、
制
度
的
役

割
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に

シ
ス
テ
ム
の
更
改
等
に
係
る

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と

●
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム
の
普
及
や
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
改
革
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
国
の
責
任
に
お

い
て
財
政
支
援
の
充
実
を
は

じ
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

こ
と

東
京
東
京･･

有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
催

有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
催

国
保
組
合
被
保
険
者
全
国
大
会

国
保
組
合
被
保
険
者
全
国
大
会

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

国
保
制
度
改
善
強
化

国
保
制
度
改
善
強
化

全
国
大
会

全
国
大
会
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よ
り
良
い
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康
診
断
の
結
果
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
身
体
の
状
態
や
他
の
病
気
を
推
測
し

て
治
療
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
分
量
を
調
整
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
事
故
や
災
害
時
に
も
、
お
薬
情
報

が
共
有
さ
れ
て
安
心
で
す
。

手
続
き
な
し
で
高
額
医
療
の
限
度
額
を
超
え
る
支
払
を
免
除

！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
（
マ
イ
ナ
保
険

証
）
た
め
の
登
録
が
ま
だ
の
方
は
、
以
下
２
つ
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
方
法
は
選
択
可
能
で
す

①
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

(パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

)

②
郵
便
に
よ
る
申
請

③
ま
ち
な
か
の

証
明
写
真
機
か
ら
の
申
請

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

■
利
用
登
録
の
方
法

①
医
療
機
関
・
薬
局
の
受
付

（
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
）
で
行
う

②
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
か
ら
行
う

③
セ
ブ
ン
銀
行

ATMか
ら
行
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
登
録

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
に

つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
方
は
こ
ち
ら

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

令
和
６
年
1
2
月
2
日
の
時
点
で
お
手
元
に
あ
る
有
効
な
健
康
保
険
証
は
、
1
2
月
２
日
以
降
、

最
長
１
年
間
（令
和
７
年
1
2
月
１
日
ま
で
）
使
用
可
能
で
す
。

令
和
６
年
1
2
月
２
日
以
降
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い
方
に
は
、
お
手
元
に
あ
る

健
康
保
険
証
が
使
え
な
く
な
る
前
に
、
申
請
い
た
だ
く
こ
と
な
く
「資
格
確
認
書
」が
交
付
さ

れ
、
引
き
続
き
、
医
療
機
関
・
薬
局
等
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
使
い
の
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
券
面
に
あ
る
電
子
証
明
書

の
有
効
期
限
を
ご
確
認
の
上
、
期
限
切
れ
に
ご
注
意
下
さ
い
。

※
券
面
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、
発
行
か
ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
等
が
な
く
て
も
、
高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超
え
る
支
払
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

大
切
な
お
知
ら
せ

令
和

６
年

1
2

月
2

日
の

時
点

で
お

手
元

に
あ

る
有

効
な

健
康

保
険

証
は

、
1
2

月
２

日
以

降
、

当
組

合
の

場
合

は
令

和
７

年
８

月
３

１
日

ま
で

使
用

可
能

で
す

。

令
和

６
年

1
2

月
２

日
以

降
、
マ

イ
ナ

保
険

証
を

保
有

し
て

い
な

い
方

に
は

、
お

手
元

に
あ

る

健
康

保
険

証
が

使
え

な
く

な
る

前
に

、
申

請
い

た
だ

く
こ

と
な

く
「資

格
確

認
書

」が
交

付
さ

れ
、
引

き
続

き
、
医

療
機

関
・薬

局
等

を
受

診
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

マ
イ

ナ
保

険
証

を
お

使
い

の
場

合
は

、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

の
券

面
に

あ
る

電
子

証
明

書

の
有

効
期

限
を

ご
確

認
の

上
、
期

限
切

れ
に

ご
注

意
下

さ
い

。

※
券

面
に

記
載

が
な

い
場

合
は

、
発

行
か

ら
５

回
目

の
誕

生
日

ま
で

で
す

。

　
 マ

イ
ナ

ポ
ー

タ
ル

で
も

確
認

で
き

ま
す

。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

令
和
６
年
1
2
月
2
日
か
ら

現
行
の
健
康
保
険
証
は

発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

※
令
和
６
年
1
2
月
2
日
時
点
で
有
効
な
健
康
保
険
証
は
最
大
1
年
間
有
効
で
す

と
っ
て
も

カ
ン
タ
ン
！

医
療
機
関
等
を
受
診
の
際
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

(
令
和
６
年
1
0
月
時
点
)

令
和

６
年

１
２

月
2

日
か

ら

現
行

の
健

康
保

険
証

は

発
行

さ
れ

な
く

な
り

ま
す

※
令

和
６

年
１
２

月
2

日
時

点
で

有
効

な
健

康
保

険
証

は
令

和
７

年
８

月
3

1
日

ま
で

有
効

で
す

ご
注

意
く

だ
さ

い
！
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